
長期成長調査室昭和39年度作成資料一覧

資料
分科会名 1番号 資 料名および内容

第1分科会 1 『アジア低開発地域の経済成長と域内貿易の展望』
（総体経済） 地城経済成長モデルによる1970,1975年の予測結果の分析。

2 『欧米諸国の国民所得統計』
欧米諸国の国民所得統計をU.S.ドル，1960年不変価格に統一したもの。

3 I『世界貿易マトリックス』
1959~69年の 3カ年平均の世界貿易マトリックス（輸出側からとったも
の）。

4 I『インド経済の産業連関表』
1951~52,. 1953~54, 1955~56年の連関表を統一フォームで示したもの，
20部門に縮小したものもある。

5 I『アジア地域貿易マトリックス』
1955~62年のアジアの貿易を輸出側よりとって作成したマトリックス。

6 I『アジア低開発地域の経済成長と援助効果の分析』
地域経済成長モデルにより援助効果の分析の結果を示したもの。

7 |『世界の経済成長と貿易』
地城経済成長モデル (38部門）の計算結果表（アジアのみならず欧米諸
国をも含む）。

第 2分科会 1 『世界貿易統計(I)』
（貿易世界経済） I 1953~62年の10年間につき，マクロ輸入統計より作成，域内諸国，城外

主要地域別32X32のマトリックス。

2 『産業構造と貿易構造』
「低開発国における貿易と成長」モデル案。

3 |『世界貿易統計(II)』
1953, 58, 59年世界貿易マトリ ックス，地域は地理的区分，発展段階区
分，商品は生産要素別分類による。

4 I『世界貿易統計(m)』
(3)に基づいて商品別地城別結合度を計算した結果表。

5 I『世界貿易統計（平均）』
(1)に基づき1950年代初中期， 1950年代中後期， 1960年代初期の算術平均
によるマトリックス。

6(A)『世界貿易逆行例』
(5)の逆行列，外生部門は北米。

6(B)『低開発地域における国際分業』
分業原理の低開発地域への適用をめぐる問題点ならびにそれらの研究。

7 『現代国際分業原理の一展望』
比較優位原理と絶対優位原理の学説展望と 2原理の結合について。

第 3分科会 1 『食糧生産と肥料の関連資料（インド）』 ， 

（食 糧） 食糧生産と施肥との関係に関する資料。

2 『東南アジア諸国の穀類生産量，面積，収量の実績と成長率統計図表(1948~63年）』
各種穀類の生産，面積，収最の実績のグラフと成長率の統計。

3 I『農業生産の経済成長への寄与と農業生産の増大に影響を及ぽす要因』
アジア諸国における経済成長と農業生産の関連および農業生産性からみ
た増産の可能性。

4 I『インドの食糧（穀類及び豆類）生産州別展望』
ィンドの州別食糧生産の実績と1970年の展望。

5 I『東南アジアの豆について』
豆類の種類別需給構造。

6 I『インドにおける植物香料生産の現状』
インドの香料生産に関する資料。

7 I『東南アジア諸国の農業政策』
関係資料の要約。
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第 3分科会 I8 『米の貿易マトリックスと需給バランス表(1958~1962年）』 34 
（食 様） 米の貿易構造を一覧しうるマトリックスと需給バランス表を結合したも

の。

9 I『米の貿易マトリックスと需給バランス表（訂補版）（1958~1962年）』
同上，訂補版。

10 I『主要農産物生産抵面積単位収最統計(1948~1963年）』
アジアの主要農産物の時系別統計。

55 

57 

第 4分科会 I1 I『1次産品と城内協力』 I 15 
(1 次産品） 1次産品輸出予測の方法論および手順についての検討，および研究スケ

ルトンをまとめたものである。

2 I『東南アジア諸国の 1次産品輸出統計(No.1)』 | 16 
1次産品別相手国別の貿易統計を整理したものである。

3 I『東南アジア諸国の 1次産品輸出統計(No.2)』 | 17 
同上。

4 I『1次産品需要予測の参考資料』 1 18 
需要予測に必要な説明変数の資料を整理したものである。

5 I『東南アジア諸国における 1次産品輸出動向』 I 19 
アジア全体について 1次産品輸出構造の特徴を統計的にまとめたもので
ある。

6 I『東南アジア諸国の 1次産品輸出統計(No.3)』 I 20 
アジア各国別に 1次産品輸出構造の特徴を統計的にとりまとめたもので
ある。

7 I『世界の茶』 I 56 
茶の世界需供と見通し，アジア諸国における茶の輸出の見通しを行なっ
たものである。

第 5分科会 1 I 『アジア諸国における工業製品の生産，輸出，輸入—-I S I C分類による一ー』 I 27 
（工 業） アジア諸国の工業製品を ISICの二けた分類により生産，輸入，輸出

動向を整理したものである。
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2 I『東南アジア諸国 (1961~63)3カ年平均鉄鋼品種別見掛消費パターン』 'I 39 
アジアの11カ国における鉄鋼の品種別見掛消費パターンを最近3カ年に
関して整理したものである。

3 I『鉄鋼品種別消黄パターン』
現在のアジア諸国の鉄鋼消費水準に過去において達した諸国の品種別消
贄パターンを整理したものである。

4 I『アジア諸国の工業製品輸入ー一相手国別商品類別（ないし商品別）―- SITC 
大分類， Vol.I』
アジア諸国の各種工業製品輸入を輸入相手国別に考察したものである
(SI TC大分類）。

5 I 『アジア諸国の工業製品輸入—相手国別商品類別（ないし商品別） 化学肥料，
Vol. 11』
同 上（化学肥料）。

6 I『アジア諸国の工業製品輸入 相手国別商品類別（ないし商品別）．~紙，繊維品，
セメント， Vol.III』
同 上（紙繊維品，セメント）。

7 I『アジア諸国の工業製品輸入ー一相手国別商品類別（ないし商品別） 鉄鋼，
Vol.IV』
同 上 （鉄鋼）。

8 I 『アジア諸国の工業製品輸入—相手国別商品類別（ないし商品別）一ー機械類，
Vol. V』
同 上（機械）。

40 

47 

48 
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51 

9 I『アジア諸国の工業製品輸入ー一相手国別商品類別（ないし商品別）一ー電気機器| 52 
等， Vol.VI』
同 上（電気機器等）。

10 I『アジア諸国の工業製品輸入ー一相手国別商品類別（ないし商品別） ＿道路走行 I53 
車， Vol.Vll』
同 上（道路走行車両）。




